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【 背 景 ・ 目 的 】

黒 毛 和 種 の 産 地 間 競 争 が 年 々 激 化 す る 中 、 全 国 各 地 の 地 域 単 位

で 繁 殖 農 家 を 中 心 に 約 の 和 牛 改 良 組 合 （ 以 下 組 合 ） が 組 織 化 さ450
れ 、 組 合 単 位 で 組 織 的 な 和 牛 改 良 が 推 進 さ れ て い る 。 県 内 で 飼 養 す

る 黒 毛 和 種 を 「 熊 野 牛 」 と 命 名 し ブ ラ ン ド 化 を 図 っ て い る 本 県 に お

い て も 、 平 成 年 に 紀 北 地 域 で 和 牛 改 良 組 合 が 設 立 さ れ 、 自 主 的22
か つ 精 力 的 な 組 織 活 動 が 行 わ れ て い る （ 図 。 そ の よ う な 中 で 、1）
紀 南 地 域 で も 組 合 を 設 立 し た い と 管 内 繁 殖 農 家 よ り 相 談 が あ り 、 組

合 設 立 へ の 支 援 ・ 指 導 を 行 っ た 。

【 紀 南 地 域 の 改 良 の 状 況 】

紀 北 地 域 と 紀 南 地 域 の 改 良 状 況 を 産 肉 能 力 の 育 種 価 数 値 で 比 較 す

る と 、 枝 肉 重 量 の 育 種 価 で は 平 成 年 に 約 ㎏ 差 だ っ た も の が 平25 6
成 年 に は 約 差 に 、 脂 肪 交 雑 の 育 種 価 で は 平 成 年 に は 紀 南28 12kg 25

、 （ ）。地 域 の 方 が 高 か っ た も の が 逆 転 し 徐 々 に 差 が 開 い て い る 表 1
ま た 、 紀 南 地 域 の 特 徴 と し て 各 市 町 村 が 熊 野 牛 振 興 に 協 力 的 で あ

り 、 行 政 を 中 心 と し た 熊 野 牛 振 興 が 積 極 的 に 行 わ れ て お り 、 行 政 へ

の 依 存 が 強 い 地 域 で あ る 。

【 組 合 設 立 に 向 け た 検 討 と 活 動 】

管 内 繁 殖 農 家 氏 よ り 、 紀 南 地 域 で も 紀 北 地 域 の よ う な 活 動 がA
で き な い か と 地 元 行 政 機 関 と 当 所 に 相 談 が あ り 、 地 元 行 政 機 関 が 日

高 ・ 西 牟 婁 郡 の 市 町 担 当 者 と 繁 殖 農 家 を 集 め 、 平 成 年 月 に 組27 9
織 化 を 考 え る 検 討 会 が 開 催 さ れ た 。 そ の 中 で 、 当 所 よ り 集 団 的 改 良

組 織 で あ る 組 合 の 有 用 性 を 理 解 す る た め の 研 修 を 行 っ た 。 出 席 し た

各 市 町 の 担 当 者 か ら は 、 農 家 が 中 心 と な り 組 織 化 し 活 動 運 営 し て い

く 組 織 な ら 支 援 す る が 、 行 政 機 関 主 導 の 組 織 で は 支 援 は 困 難 で あ る

と の 意 見 が 出 た 。 こ の 段 階 で は 組 織 化 は 決 定 せ ず 、 農 家 が 率 先 し た

活 動 を 行 っ て い く 中 で 組 織 化 を 検 討 す る こ と と な っ た 。

勉 強 会 の 開 催 の 方 法 な ど を 指 導 す る た め 、 当 所 主 導 で 管 内 肥 育 農

家 に お い て 研 修 会 を 実 施 し た 。 ま た 、 和 歌 山 県 全 国 和 牛 能 力 共 進 会

出 品 推 進 協 議 会 が 開 催 す る 枝 肉 研 修 会 を 勉 強 会 の 一 環 と す る よ う 助

言 を 行 い 実 施 さ れ た 。 し か し 、 各 農 家 の 牧 場 を 視 察 す る 牧 場 巡 回 等

を 自 主 的 に 実 施 す る よ う 指 導 し た が 、 自 主 的 な 牧 場 巡 回 や そ の 他 の



活 動 は 行 わ れ な か っ た 。 用 意 さ れ た 研 修 会 に は 参 加 す る が 、 自 分 た

ち で は 実 施 し よ う と し な い 自 主 性 の 弱 い 集 団 で あ る と 考 え ら れ た

（ 図 。 ま た 発 起 人 の 氏 か ら 「 組 織 化 を す す め た い が ど う し2 A） 、

て よ い か わ か ら な い 」 と 当 所 に 相 談 が あ っ た た め 、 当 所 が 実 施 す。

る 研 修 会 終 了 後 、 再 度 検 討 会 を 実 施 す る よ う 指 導 を 行 っ た 。

平 成 年 月 に 当 所 で 実 施 し た 研 修 会 終 了 後 検 討 会 が 行 わ れ た28 7
が 、 こ れ ま で 自 主 的 な 活 動 が で き て い な い 中 組 織 化 に 慎 重 な 意 見 も

あ り 、 結 論 が 出 な か っ た 。 自 主 性 と 具 体 的 な 活 動 を 促 す た め に 設 立

準 備 会 と い う 設 立 を 前 提 と し た 形 で 活 動 す る こ と 及 び 組 織 化 に は 強

い 統 率 力 が 必 要 で あ る た め 、 氏 と 若 手 名 の 人 に よ る 執 行 部 体A 2 3
制 で 活 動 す る こ と を 当 所 よ り 助 言 、 紀 南 和 牛 改 良 組 合 設 立 準 備 会 と

し て 活 動 を 行 う こ と が 決 定 し た 。

【 紀 南 和 牛 改 良 組 合 設 立 準 備 会 の 活 動 】

執 行 部 に 対 し て 自 主 性 と 強 い リ ー ダ ー シ ッ プ を 持 つ こ と を 指 導 す

る と と も に 、 具 体 的 な 活 動 内 容 を 定 め 、 他 の 農 家 に 示 す た め に 再 三

に わ た り 当 所 指 導 の も と 検 討 が 行 わ れ た 。 平 成 年 月 に 執 行 部28 8
を 中 心 に 新 た に 東 牟 婁 郡 の 農 家 も 呼 び か け 、 設 立 準 備 会 発 足 会 が 行

わ れ 、 賛 同 の あ っ た 名 で 活 動 を 行 う こ と と な っ た 。 設 立 準 備 会14
で は 当 所 よ り 再 度 組 合 設 立 の 有 用 性 に つ い て 研 修 を 行 い 、 執 行 部 よ

り 組 合 設 立 も 含 め た 今 後 の 活 動 計 画 が 提 出 さ れ （ 図 、 こ れ に 沿3）
っ て 活 動 が 開 始 さ れ た 。

し か し 、 設 立 準 備 会 の 活 動 内 容 に よ り 出 席 者 に 大 き な 違 い が 生 じ

た （ 図 ） た め 、 活 動 内 容 に つ い て 検 証 を 行 い 、 自 分 た ち が 本 当 に4
や り た い 、 参 加 で き る 活 動 を 考 え 、 再 度 活 動 計 画 を 作 成 す る よ う 指

導 し た 。 そ の 結 果 、 最 初 に お 互 い の 農 場 の 飼 養 状 況 を 勉 強 す る 牧 場

巡 回 を 中 心 に 活 動 す る こ と 、 平 成 年 月 に 組 合 を 設 立 す る こ と29 1
が 決 定 し た （ 図 。5）

【 考 察 】

地 域 の 農 家 が 集 ま り 組 合 を 設 立 し た い 希 望 が あ り 、 指 導 助 言

を 行 っ た が 、 設 立 に 至 る ま で に 長 期 間 を 要 し た 。 行 政 主 導 の 組

織 化 は 簡 単 で あ っ た か も し れ な い が 、 農 家 側 に 行 政 や 誰 か が や

っ て く れ る と い う 依 存 性 が 強 く あ る と 考 え ら れ 、 形 骸 化 し た 組

織 と な る こ と が 予 想 さ れ た 。 そ の た め 、 あ く ま で 行 政 は 支 援 す

る 立 場 で あ り 、 農 家 が 中 心 と な っ て 組 織 化 し 、 運 営 し て い く こ

と 、 組 織 活 動 の 中 心 と な る リ ー ダ ー が 重 要 で あ る こ と を 粘 り 強

く 指 導 す る 中 で 、 徐 々 に で は あ る が 農 家 に 自 主 性 が 芽 生 え 、 自

ら 組 合 設 立 を 決 定 す る に 至 っ た 。 ま た 、 活 動 内 容 に つ い て も 、



や り た い こ と や で き る こ と を 自 分 た ち で 検 証 す る こ と で 、 参 加

率 の 高 い 有 意 義 な 活 動 に つ な が っ て い く と 考 え ら れ た 。

今 回 組 合 の 組 織 化 を 指 導 す る 中 で 、 自 主 性 を 持 っ た 組 織 作 り

・ 活 動 が こ れ か ら の 組 織 に 求 め ら れ る こ と と 強 く 感 じ た 。 地 域

活 性 化 の た め 明 確 な 目 的 を 持 ち 、 強 い リ ー ダ ー の 存 在 の も と 、

自 主 性 の あ る 組 織 な ら 行 政 や 関 係 団 体 と 対 等 か つ 協 力 し 合 え る

関 係 と な り 、 活 動 が 活 性 化 し て い く と 考 え ら れ る （ 図 。 農 水6）
省 で も 地 域 の 農 家 を 中 心 に 関 係 団 体 と 協 力 し た 自 主 的 な 活 動 を

行 う 畜 産 ク ラ ス タ ー 協 議 会 の 設 立 、 事 業 実 施 を 推 進 す る 中 、 地

。域 に お い て も 自 主 性 を 持 っ た 組 織 を 支 援 す る こ と が 重 要 で あ る


